
　次の問いに答えよ。

(1)    x に関する次数が 2006 の多項式 Q0 1x  に対して ,  次の条件

Q 0 10 =-1 ,  Q 0 11 =Q 0 12 =……=Q 0 12006 =0 

　　が成立しているとき ,  Q 0 12007  の値を求めよ。

(2)    x に関する次数が 2005 の多項式 P 0 1x  に対して ,  次の条件

P 0 1k =
1

k
  0k 1=1 ,  2 ,  3 ,  …… ,  2006  

　　が成立しているとき ,  P 0 12007  の値を求めよ。
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